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◇
…
ぐ
ず
ぐ
ず
し
て
思
い
切
り
の

悪
い
の
は
物
事
を
処
理
す
る
上
で

マ
イ
ナ
ス
で
あ
る
。
ま
し
て
政
治

の
こ
と
と
な
る
と
国
の
命
運
を
左

右
す
る
重
大
事
だ
け
に
禁
物
で
あ

る
。
そ
れ
が
国
益
の
上
で
プ
ラ
ス

で
あ
れ
ば
ど
ん
な
事
情
が
あ
ろ
う
と
断
固
決

断
し
な
け
れ
ば
い
け
な
い
。
肝
心
な
と
こ
ろ

に
き
た
ら
い
か
に
些
細
な
問
題
で
も
深
く
検

討
し
な
く
て
は
い
け
な
い
。
断
行
と
熟
慮
は

車
の
両
輪
と
い
え
る
。
近
思
録
で
は
�
胆
大

心
小
�
と
も
い
い
、
処
世
の
要
諦
で
あ
る
。

◇
…
沖
縄
の
普
天
間
基
地
移
設
問
題
は
鳩
山

首
相
が
公
約
す
る
「
五
月
末
の
決
着
」
が
ほ

ぼ
絶
望
的
。
政
府
に
よ
る
移
設
案
は
実
現
の

可
能
性
が
低
い
と
し
米
側
が
実
務
者
に
よ
る

検
討
を
拒
否
。
し
か
も
移
設
先
候
補
地
の
鹿

児
島
・
徳
之
島
で
も
政
府
関
係
者
と
の
話
し

合
い
を
断
っ
て
い
る
。
国
内
調
整
も
行
き
詰

ま
り
八
方
塞
が
り
の
状
態
と
な
っ
た
。
鳩
山

政
権
が
ス
タ
ー
ト
し
て
既
に
半
年
、
そ
の
間

解
決
の
糸
口
が
全
く
な
か
っ
た
訳
で
は
な

い
。
決
断
を
遅
ら
せ
る
こ
と
に
よ
っ
て
事
態

を
一
層
複
雑
に
し
た
。

◇
…
鳩
山
政
権
は
政
治
理
念
と
し
て�
友
愛
�

を
掲
げ
て
い
る
。
志
を
同
じ
く
し
共
通
の
価

値
判
断
を
持
つ
者
同
志
の
親
愛
の
情
を
指
す

も
の
と
思
え
る
。
友
愛
が
先
行
し
、
肝
心

な
政
治
判
断
に
機
敏
さ
を
欠
く
よ
う
で
は

悔
を
残
す
。
韓
非
子
に
こ
ん
な
話
が
あ
る
。

魏
の
恵
王
が
卜ぼ

く

皮ひ

と
い
う
人
物
に
た
ず
ね

る
。「
私
の
評
判
を
耳
に
し
て
い
る
か
」

「
も
っ
ぱ
ら
慈
恵
な
方
だ
と
の
評
判
で
す
」

「
ほ
ほ
う
、
し
て
み
る
と
わ
た
し
の
将
来
は

洋
々
た
る
も
の
だ
な
」「
い
や
、
必
ず
国
を

滅
し
て
し
ま
い
ま
し
ょ
う
」「
慈
と
は
情
深

い
こ
と
、
恵
と
は
施
し
を
好
む
と
い
う
こ

と
で
す
。
情
深
く
て
罪
を
犯
し
た
者
も
罰

せ
ず
、
功
績
の
な
い
者
に
ま
で
賞
を
乱
発

す
る
こ
と
に
な
り
、
国
が
滅
び
る
の
は
当

然
で
し
ょ
う
」
ま
さ
に
情
が
深
い
の
は
考

え
も
の
。
友
愛
も
良
い
が
そ
れ
に
押
し
流

さ
れ
る
と
逆
に
失
格
条
項
に
も
な
る
。

◇
…
蘇そ

秦し
ん

、
張

き
ょ
う

儀ぎ

は
戦
国
時
代
に
「
合が

っ

従
し
ょ
う

連れ
ん

衡こ
う

」
と
呼
ば
れ
る
外
攻
戦
略
を
使
い
、

国
際
政
治
の
上
で
大
活
躍
し
た
。
し
か
し
、

汚
い
と
か
、
え
げ
つ
な
い
と
か
評
さ
れ
る

よ
う
な
権
謀
を
駆
使
し
て
乱
世
を
渡
っ
た
。

そ
の
あ
こ
ぎ
の
故
に
儒
家
か
ら
は
排
斥
さ

れ
た
。
だ
が
王
陽
明
は
か
れ
ら
の
権
謀
も

良
知
の
発
現
で
あ
る
と
評
価
し
て
い
る
。

国
の
運
命
を
左
右
す
る
重
大
問
題
に
何
も

な
す
術
も
な
け
れ
ば
政
権
の
先
行
き
は
気

が
か
り
で
あ
る
。（
Ｋ
）

時事余聞

韓
国
の
水
産
業
も
国
際
化
の
局
面
を
迎
え
、

深
刻
な
転
換
を
迫
ら
れ
て
い
る
よ
う
で
す
。
大

手
水
産
企
業
も
海
外
へ
の
進
出
が
盛
ん
に
行
わ

れ
て
い
る
よ
う
で
す
。
関
係
国
の
入
漁
条
件
が

厳
し
く
、
関
係
国
に
現
地
法
人
を
つ
く
り
そ
こ

を
拠
点
に
企
業
活
動
を
展
開
し
て
い
る
が
、
原

料
の
減
少
や
価
格
の
上
昇
、
労
賃
圧
力
な
ど
加

わ
り
、
再
検
討
段
階
に
あ
る
よ
う
で
す
。「
釜

山
広
域
市
国
際
水
産
物
卸
売
市
場
」
を
開
設
し

た
が
、
北
東
ア
ジ
ア
の
物
流
環
境
の
変
化
に
よ

り
苦
し
い
経
営
を
強
い
ら
れ
て
い
る
よ
う
だ
。

筆
者
に
心
か
ら
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
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「
水
産
振
興
」
発
刊
の
趣
旨

日
本
漁
業
は
、
沿
岸
、
沖
合
、
そ
し
て
遠

洋
の
漁
業
と
い
わ
れ
る
が
、
わ
れ
わ
れ
は
、

そ
れ
ぞ
れ
が
調
和
の
と
れ
た
振
興
が
あ
る
こ

と
を
期
待
し
て
お
る
の
で
、
そ
の
為
に
は
、

そ
れ
ぞ
れ
の
個
別
的
分
析
、
乃
至
振
興
施
策

の
必
要
性
を
、
痛
感
す
る
も
の
で
あ
る
。
坊

間
に
は
、
あ
ま
り
に
も
そ
れ
ぞ
れ
を
代
表
す

る
、
い
わ
ゆ
る
利
益
代
表
的
見
解
が
横
行
し

す
ぎ
る
嫌
い
が
あ
る
の
で
あ
る
。
わ
れ
わ
れ

は
、
わ
が
国
民
経
済
の
な
か
に
お
け
る
日
本

漁
業
を
、
近
代
産
業
と
し
て
、
よ
り
発
展
振

興
さ
せ
る
こ
と
が
要
請
さ
れ
て
い
る
と
信
ず

る
も
の
で
あ
る
。

こ
こ
に
、
わ
れ
わ
れ
は
、
日
本
水
産
業
の

個
別
的
分
析
の
徹
底
に
つ
と
め
る
と
と
も
に

そ
の
総
合
的
視
点
か
ら
の
研
究
、
さ
ら
に
、

世
界
経
済
と
と
も
に
発
展
振
興
す
る
方
策
の

樹
立
に
一
層
精
進
を
加
え
る
こ
と
を
考
え
た

も
の
で
あ
る
。

こ
の
様
な
努
力
目
標
に
む
か
っ
て
わ
れ
わ

れ
の
調
査
研
究
事
業
を
発
足
さ
せ
た
次
第
で

冊
子
の
生
れ
た
処
以
、
ま
た
こ
れ
へ
の
奉
仕

の
、
さ
さ
や
か
な
表
わ
れ
で
あ
る
。

昭
和
四
十
二
年
七
月

財
団
法
人
　
東
京
水
産
振
興
会

（
題
字
は
井
野
碩
哉
元
会
長
）
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産
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修

士
号
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博
士
号
取
得
（
水
産
学

博
士
）。

一
九
九
四
年
―
一
九
九
五
年

東
京
大
学
農
学
部
特
別
研
究
員
。

一
九
九
五
年
―
現
在
、
韓
国
国

立
釜
慶
大
学
校
海
洋
産
業
経
営

学
部
教
授
。
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〇
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〇
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〇
〇
四
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・
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シ
ン
ト
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大
学

校
客
員
教
授
。

現
在
、
韓
国
農
林
水
産
食
品
部

政
策
諮
問
教
授
、
韓
国
国
会
入

法
支
援
教
授
な
ど
を
兼
任
。

水
産
経
営
学
、
水
産
物
流
通
、

マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
、
物
流
経
営

な
ど
の
海
洋
水
産
産
業
経
営
分

野
を
専
攻
し
て
い
る
。
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は
じ
め
に

韓
国
の
水
産
業
は
、
一
九
六
○
年
代
以
降
、
国
家
の
近
代
化
を
促
進
す
る
主
要
産
業
の
一
つ
と
し

て
位
置
づ
け
ら
れ
て
き
た
。
特
に
水
産
物
輸
出
が
そ
の
中
軸
に
あ
り
、
国
内
生
産
に
よ
る
漁
獲
物
、

お
よ
び
良
質
の
労
働
力
を
基
盤
と
し
た
遠
洋
漁
業
漁
獲
物
の
両
方
で
の
供
給
が
そ
れ
を
支
え
て
い

た
。
し
か
し
、
八
○
年
代
の
中
盤
か
ら
国
内
漁
業
資
源
の
激
減
と
遠
洋
漁
場
か
ら
の
撤
退
が
本
格
化

し
た
こ
と
で
、
水
産
物
輸
出
も
減
少
し
て
い
っ
た
。

－　－1

韓
国
・
国
立
釜
慶
大
学
校
　
海
洋
産
業
経
営
学
部

張

　

瑛

秀

教
授

韓
国
水
産
業
の
国
際
化
と
今
後
の
課
題
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－　－

一
方
で
一
九
九
○
年
代
中
盤
以
降
、韓
国
国
内
の
水
産
物
需
要
は
所
得
の
上
昇
と
と
も
に
高
品
質
、

高
価
格
の
水
産
物
に
対
す
る
需
要
が
高
ま
っ
て
お
り
、
国
内
生
産
で
の
不
足
分
や
新
た
な
魚
種
へ
の

需
要
に
対
し
て
は
水
産
物
輸
入
の
拡
大
で
対
応
し
て
き
た
。
韓
国
の
水
産
物
消
費
は
、
多
様
な
水
産

物
の
消
費
や
高
価
格
の
水
産
物
の
拡
大
と
い
う
変
化
と
し
て
整
理
で
き
る
と
思
わ
れ
る
。
韓
国
の
伝

統
的
な
消
費
魚
種
で
あ
る
サ
バ
、
イ
カ
、
グ
チ
、
タ
チ
ウ
オ
、
ス
ケ
ト
ウ
ダ
ラ
は
国
内
生
産
の
減
少

に
よ
っ
て
輸
入
に
大
き
く
依
存
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
こ
れ
ら
の
魚
種
以
外
で
も
例
え
ば
カ
ニ
類
、

魚
卵
、
マ
グ
ロ
、
サ
ケ
、
活
魚
の
よ
う
な
高
価
格
水
産
物
の
輸
入
と
消
費
が
伸
び
て
い
る
。
そ
の
背

景
に
は
所
得
増
加
と
と
も
に
外
食
機
会
の
拡
大
や
健
康
志
向
の
高
ま
り
な
ど
に
よ
っ
て
、
活
魚
専
門

店
、
マ
グ
ロ
専
門
店
、
シ
ー
フ
ー
ド
レ
ス
ト
ラ
ン
が
増
え
て
い
る
と
い
っ
た
動
き
が
あ
る
。

こ
う
し
た
韓
国
に
お
け
る
水
産
物
需
給
の
動
向
を
、
行
政
機
関
（
韓
国
・
農
林
水
産
食
品
部
）
な

ど
の
統
計
デ
ー
タ
に
よ
っ
て
確
認
し
た
い
。

図
１
は
一
九
九
○
年
代
以
降
の
漁
業
種
類
別
生
産
量
の
推
移
で
あ
る
。
総
生
産
量
で
見
る
と
、
ま

ず
一
九
九
四
年
に
一
つ
の
ピ
ー
ク
が
あ
り
三
五
○
万
ト
ン
近
く
ま
で
迫
っ
て
い
る
。
そ
れ
以
降
は
低

下
を
続
け
二
○
○
二
年
に
は
二
五
○
万
ト
ン
弱
と
九
四
年
比
で
百
万
ト
ン
も
減
っ
て
し
ま
っ
た
。
し

か
し
、
再
び
増
加
に
転
じ
て
二
○
○
八
年
に
は
三
三
六
万
ト
ン
ま
で
回
復
し
て
い
る
。
そ
の
回
復
を

支
え
て
い
る
の
が
海
面
養
殖
の
増
産
で
あ
る
。
一
方
で
、
遠
洋
漁
業
や
沿
岸
・
沖
合
漁
業
の
停
滞
、

減
産
傾
向
が
明
ら
か
で
あ
る
。
ま
た
、
内
水
面
漁
業
（
養
殖
含
む
）
生
産
量
は
非
常
に
微
々
た
る
存

在
で
あ
る
。

2

水
産
物
消
費
は
多
様
化
、
高
価
格
も

の
へ
の
需
要
も
高
ま
る
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－　－3

図１　漁業種類別生産量の推移
資料：韓国・農林水産食品部「漁業生産統計」から作成。

図２　水産物輸出量と輸入量の推移
資料：「韓国水産情報」（http://www.fips.go.kr/）から作成。

生
産
量（
千
ト
ン
）

千
ト
ン
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－　－

次
に
図
２
で
水
産
物
輸
出
・
輸
入
量
の
推
移
を
示
す
。
先
に
述
べ
た
と
お
り
八
○
年
代
中
盤
ま
で

は
輸
出
量
が
輸
入
を
上
回
っ
て
い
た
の
だ
が
、
以
後
輸
出
量
は
減
少
し
て
い
き
九
○
年
代
前
半
で
は

輸
入
量
と
拮
抗
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
そ
の
後
、
九
七
年
に
起
こ
っ
た
通
貨
危
機
（
Ｉ
Ｍ
Ｆ
の
管
理

下
で
の
財
政
再
建
）
の
影
響
で
急
激
な
ウ
ォ
ン
安
が
進
ん
だ
結
果
、
輸
入
に
ブ
レ
ー
キ
が
か
か
る
一

方
で
輸
出
増
と
な
っ
た
た
め
、
翌
九
八
年
に
は
輸
出
量
を
大
幅
に
下
回
る
結
果
と
な
っ
た
。
し
か
し

な
が
ら
、
国
に
よ
る
輸
入
促
進
政
策
も
後
押
し
し
て
、
九
九
年
以
降
は
再
び
輸
入
量
が
伸
び
始
め
、

国
内
の
景
気
回
復
も
あ
っ
て
近
年
で
は
輸
入
量
が
輸
出
量
の
三
倍
近
く
ま
で
増
加
す
る
な
ど
、
大
幅

な
輸
入
超
過
と
な
っ
て
い
る
。

以
上
述
べ
た
漁
業
生
産
量
と
水
産
物
輸
入
量
の
合
計
が
、
計
算
上
で
は
国
民
へ
の
水
産
物
供
給
量

の
大
半
を
占
め
る
こ
と
に
な
り
、
そ
の
推
移
を
見
た
の
が
図
３
で
あ
る
。
一
九
九
一
年
は
三
二
○
万

ト
ン
台
で
あ
っ
た
が
、
二
○
○
○
年
代
か
ら
の
海
面
養
殖
増
産
に
よ
る
総
生
産
量
回
復
と
、
輸
入
量

の
大
幅
増
加
と
が
相
ま
っ
て
、
二
○
○
七
年
に
は
四
六
○
万
ト
ン
（
九
一
年
の
約
一
・
四
倍
）
に
ま

で
上
昇
し
て
き
た
こ
と
が
分
か
る
。

韓
国
で
は
、
こ
れ
ら
生
産
量
と
輸
入
量
の
合
計
に
前
年
か
ら
の
在
庫
量
を
加
え
た
も
の
を
そ
の
年

の
水
産
物
総
供
給
量
と
し
て
お
り
、
そ
こ
か
ら
輸
出
量
と
翌
年
へ
の
繰
り
越
し
在
庫
量
を
除
い
た
数

値
を
そ
の
年
の
水
産
物
総
消
費
量
と
算
定
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
数
値
に
は
「
非
食
用
分
」
も
含
ま

れ
る
た
め
厳
密
な
も
の
と
は
言
え
な
い
が
、
毎
年
の
水
産
物
消
費
量
を
元
に
し
て
算
出
し
た
国
民
一

人
当
た
り
の
水
産
物
年
間
消
費
量
お
よ
び
自
給
率
の
推
移
を
、
図
４
に
示
し
た
。
一
人
当
た
り
年
間

4

海
面
養
殖
の
増
産
と
輸
入
の
大
幅
増

加
で
供
給
量
が
拡
大
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図３　水産物供給量の推移
資料：前出「漁業生産統計」などから作成。

図４　国民１人当り水産物消費量と自給率の推移
資料：韓国海洋水産開発院「水産物需給及び価格便覧」から作成。

水
産
物
消
費
量
（㎏）

自
給
率

（％）

１人当り水産物消費量
自給率
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消
費
量
は
基
本
的
に
図
３
の
推
移
と
同
じ
傾
向
を
示
し
て
お
り
、
九
三
年
か
ら
九
七
年
ま
で
は
四
四

キ
ロ
前
後
で
推
移
し
て
い
た
が
、
通
貨
危
機
の
影
響
で
輸
入
量
が
大
幅
に
減
少
し
た
こ
と
等
か
ら
九

八
年
は
三
四
キ
ロ
台
ま
で
落
ち
込
ん
で
い
る
。
し
か
し
、
輸
入
促
進
政
策
と
景
気
回
復
に
伴
う
水
産

物
需
要
の
増
大
・
多
様
化
等
を
背
景
と
し
て
輸
入
量
が
増
加
を
続
け
た
こ
と
も
あ
り
、
二
○
○
○
年

以
降
は
ほ
ぼ
一
貫
し
て
増
加
し
、
二
○
○
七
年
に
は
五
五
キ
ロ
ま
で
伸
び
て
い
る
。
一
方
で
輸
入
量

の
大
幅
な
増
加
は
自
給
率
を
下
げ
る
原
因
と
な
り
、
一
九
九
二
年
の
約
一
四
○
％
か
ら
、
九
八
年
を

除
い
て
ほ
ぼ
一
貫
し
て
低
下
し
て
い
き
、
二
○
○
七
年
は
約
六
五
％
ま
で
落
ち
て
い
る
。
現
代
の
韓

国
は
完
全
に
水
産
物
輸
入
国
に
転
換
し
た
と
言
え
よ
う
。

こ
う
し
た
水
産
物
需
給
動
向
の
変
化
と
と
も
に
、
水
産
物
の
高
付
加
価
値
化
と
保
存
性
の
強
化
、

莫
大
な
輸
入
水
産
物
の
保
管
と
処
理
、
水
産
物
消
費
の
全
国
化
・
画
一
化
な
ど
を
背
景
に
し
て
、
水

産
物
の
物
流
条
件
も
改
善
す
る
必
要
に
迫
ら
れ
、
新
た
な
投
資
の
も
と
、
大
都
市
を
中
心
と
し
た
卸

売
市
場
の
改
善
・
新
築
な
ど
流
通
機
構
の
整
備
が
進
行
し
た
。

輸
入
水
産
物
需
要
の
増
大
は
、
水
産
物
流
通
・
貿
易
業
者
な
ど
の
海
外
進
出
を
さ
ら
に
促
進
さ
せ

た
。
こ
れ
ら
企
業
の
海
外
進
出
先
は
、
中
国
や
ベ
ト
ナ
ム
等
の
東
ア
ジ
ア
を
は
じ
め
、
Ｅ
Ｕ
諸
国
、

ア
メ
リ
カ
、
ア
フ
リ
カ
諸
国
、
ロ
シ
ア
、
南
米
ま
で
拡
大
し
て
い
る
。
各
地
で
生
産
さ
れ
た
水
産
物

は
韓
国
国
内
搬
入
の
み
な
ら
ず
、
進
出
先
の
国
内
市
場
や
、
さ
ら
に
広
範
な
国
際
市
場
に
お
い
て
販

売
さ
れ
て
い
る
。

一
方
、
こ
う
し
た
状
況
下
で
国
際
水
産
物
の
国
内
搬
入
及
び
中
継
や
取
引
の
拡
大
を
前
提
に
建
て

6

現
代
の
韓
国
は
完
全
に
水
産
物
輸
入

国
に
転
換
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表１　韓国の水産物輸出金額の国別推移
単位：千ドル、％

資料：韓国・農林水産食品部『水産統計年報』より作成。以下同様である。

2002 2006 2007 2008 構成比（2008）

日本 823,117 659,523 572,908 687,471 47.3

中国 48,345 75,414 156,565 193,461 13.3

アメリカ 77,625 95,613 98,876 114,799 7.9

タイ 34,492 61,688 87,678 122,943 8.5

ニュージーランド 21,167 39,383 68,293 60,623 4.2

スペイン 33,077 28,167 58,655 40,474 2.8

台湾 16,857 18,453 17,540 18,734 1.3

香港 8,445 12,514 11,331 9,546 0.7

イタリア 12,155 11,620 25,346 25,247 1.7

ロシア 2,340 8,015 11,072 7,069 0.5

カナダ 10,058 7,247 7,065 8,848 0.6

メキシコ 586 6,834 6,336 11,937 0.8

インドネシア 4,999 6,466 9,011 11,080 0.8

ベトナム 1,279 5,194 8,812 19,320 1.3

その他 65,893 52,817 86,344 123,083 8.5

合計 1,160,435 1,088,948 1,225,832 1,454,635 100.0
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か
中
国
輸
出
か
の
仕
向
け
量
が
調
整
さ
れ
て
い
る
。

さ
ら
に
、
二
○
○
二
年
か
ら
二
○
○
八
年
ま
で
の
七
年
間
の
輸
出
高
（
数
量
お
よ
び
金
額
）
の
変

動
率
か
ら
、
そ
の
増
加
国
と
減
少
国
に
分
け
て
整
理
し
た
の
が
表
２
で
あ
る
。

ま
ず
、
輸
出
数
量
の
増
加
国
で
は
タ
イ
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
、
ベ
ト
ナ
ム
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
、
ス
ペ
イ

ン
、
イ
タ
リ
ア
、
カ
ナ
ダ
、
フ
ラ
ン
ス
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
が
あ
る
。
輸
出
金
額
で
は
数
量
と
ほ
ぼ

同
じ
国
で
あ
る
が
、
中
国
、
香
港
、
ロ
シ
ア
の
三
ヶ
国
は
数
量
で
は
減
少
し
て
い
る
が
金
額
で
は
増

加
を
示
し
て
い
る
。
そ
の
背
景
と
し
て
こ
れ
ら
三
ヶ
国
へ
の
輸
出
水
産
物
で
あ
る
サ
バ
、
イ
カ
、
サ

ワ
ラ
、
カ
キ
燻
製
品
、
カ
キ
冷
凍
品
、
カ
ニ
風
味
か
ま
ぼ
こ
な
ど
の
よ
う
に
、
輸
出
水
産
物
の
構
成

が
比
較
的
高
価
格
な
水
産
物
に
転
換
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。

一
方
、
輸
出
数
量
の
減
少
国
は
、
伝
統
的
な
輸
出
相
手
国
で
あ
る
日
本
、
ア
メ
リ
カ
を
は
じ
め
中

国
、
台
湾
、
香
港
、
ロ
シ
ア
、
メ
キ
シ
コ
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
、
ド
イ
ツ
な
ど
が
あ
る
。
こ
れ
ら
の
中

で
中
国
、
香
港
、
ロ
シ
ア
、
ド
イ
ツ
を
除
い
た
国
々
は
数
量
と
金
額
が
同
時
に
減
少
し
て
い
る
。

以
上
の
よ
う
に
今
日
の
韓
国
に
お
け
る
水
産
物
輸
出
は
、
ア
ジ
ア
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
、
オ
セ
ア
ニ
ア

の
よ
う
な
新
た
な
輸
出
対
象
地
域
が
成
長
し
て
お
り
、
ま
た
量
か
ら
質
へ
の
変
化
を
見
せ
て
い
る
中

国
や
香
港
を
中
心
と
し
た
中
国
系
市
場
の
成
長
も
注
目
さ
れ
る
。
つ
ま
り
、
大
衆
魚
で
あ
る
イ
カ
、

サ
バ
、
サ
ワ
ラ
の
輸
出
と
と
も
に
マ
グ
ロ
、
サ
ケ
、
ア
ワ
ビ
、
活
魚
な
ど
の
よ
う
な
高
価
格
魚
種
の

輸
出
拡
大
が
展
開
さ
れ
て
い
る
。

9

輸
出
数
量
の
増
加
国
と
減
少
国
、
量

よ
り
質
へ
の
変
化
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表２　韓国の水産物輸出の国別の変化

注：2002年から2008年の７年間の変動率。
資料：表１と同じ。

数量 金額

タイ（2.9）、ニュージーランド
（11.6）、スペイン（9.1）、 イタ
リア（7.7）、カナダ（38.8）、イ
ンドネシア（375.7）、ベトナム
（3.5）、オーストラリア（46.8）、
フィリピン（18.2）、フランス
（36.6）

日本（△3.7）、アメリカ（△10.3）、
中国（△4.6）、台湾（△2.7）、香
港（△1.7）、ロシア（△9.8）、メ
キシコ（△5.7）、シンガポール
（△20.0）、ベルギー（△9.6）、ド
イツ（△16.9）、その他の国（△
15.7）

中国（5.4）、タイ（19.7）、ニュ
ージーランド（17.3）、スペイン
（22.8）、香港（6.1）、イタリア
（18.9）、ロシア（0.1）、カナダ
（39.3）、インドネシア（128.5）、
ベトナム（8.6）、オーストラリア
（52.2）、ドイツ（2.3）、フィリピ
ン（38.1）、フランス（14.8）
日本（△1.3）、アメリカ（△4.9）、
台湾（△1.4）、メキシコ（△4.2）、
シンガポール（△7.8）、ベルギー
（△5.0）、その他の国（△10.1）

増加

減少
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（2）
製
品
分
類
の
変
化

輸
出
水
産
物
を
製
品
分
類
別
に
整
理
し
た
の
が
表

３
で
あ
る
。
ま
ず
、
数
量
構
成
（
二
〇
〇
八
年
）
で

は
冷
凍
品
が
七
五
・
三
％
で
一
番
大
き
い
比
重
を
占

め
て
い
る
。
そ
の
他
が
一
九
・
三
％
、
鮮
魚
、
冷
蔵

品
が
四
・
四
％
、活
魚
が
一
・
〇
％
を
占
め
て
い
る
。

金
額
構
成
で
は
冷
凍
品
が
六
〇
・
一
％
、
そ
の
他
が

二
五
・
一
％
、
鮮
魚
、
冷
蔵
品
が
一
〇
・
四
％
、
活

魚
が
四
・
四
％
を
占
め
て
い
る
。

さ
ら
に
詳
細
な
加
工
品
分
類
を
加
え
た
製
品
分
類

別
の
変
動
率
を
見
た
の
が
表
４
で
あ
る
。
こ
こ
か
ら

確
認
で
き
る
の
は
、「
そ
の
他
の
製
品
」
を
除
く
全

ア
イ
テ
ム
で
減
少
を
示
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
特

に
減
少
が
著
し
い
製
品
は
燻
製
で
あ
り
、
次
が
塩
蔵

品
、
貝
類
の
中
身
を
取
り
出
し
て
密
閉
容
器
に
入
れ

た
も
の
の
よ
う
な
密
閉
容
器
品
と
い
っ
た
加
工
品
の

順
で
あ
る
。
こ
れ
ら
水
産
加
工
品
の
輸
出
競
争
力
は

す
で
に
韓
国
か
ら
中
国
、
タ
イ
、
ベ
ト
ナ
ム
、
カ
ン

11

表３　韓国の水産製品分類別の輸出動向
単位：トン、千ドル、％

2002 2007 2008 構成比（2008年）

数量 金額 数量 金額 数量 金額 数量 金額

活魚 7,201 68,396 5,281 62,965 5,961 64,516 1.0 4.4

鮮魚 32,158 153,268 18,896 111,870 27,139 151,525 4.4 10.4

冷凍 281,040 548,541 419,623 741,135 462,341 873,682 75.3 60.1

その他 109,485 390,230 92,209 309,862 118,383 364,912 19.3 25.1

合計 429,884 1,160,435 536,009 1,225,832 613,824 1,454,635 100.0 100.0

輸
出
で
は
金
額
・
数
量
と
も
に
冷
凍

品
が
ト
ッ
プ

資料：表１と同じ。
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ボ
ジ
ア
な
ど
の
ア
ジ
ア
の
開
発
途
上
国
に
移
転
し
た
か

ら
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
こ
れ
ら
の
国
は
韓
国
よ
り
も
低

コ
ス
ト
で
水
産
加
工
品
を
製
造
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て

お
り
、
特
に
韓
国
企
業
の
海
外
進
出
・
開
発
輸
入
な
ど

で
ア
ジ
ア
の
国
々
へ
技
術
移
転
が
進
め
ら
れ
た
か
ら
で

あ
る
。

一
方
、
鮮
魚
、
冷
凍
品
、
活
魚
な
ど
鮮
度
管
理
の
厳

し
い
高
付
加
価
値
製
品
や
原
料
中
心
の
冷
凍
品
輸
出
は

減
少
を
示
し
て
い
る
が
そ
の
比
率
が
加
工
品
に
比
べ
る

と
比
較
的
低
い
。

以
上
の
よ
う
に
低
価
格
、
単
純
加
工
品
を
中
心
と
す

る
水
産
加
工
品
の
輸
出
の
減
少
率
は
大
き
い
が
、
高
価

格
、
高
鮮
度
、
加
工
原
料
中
心
の
輸
出
は
減
少
率
が
一

〇
％
未
満
と
低
い
水
準
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
。

（3）
魚
種
別
の
変
化
　

魚
種
別
の
輸
出
構
成
を
見
た
の
が
表
５
で
あ
る
。
二

〇
〇
八
年
の
輸
出
金
額
で
最
も
大
き
い
の
は
二
〇
・

12

表４　韓国の水産物輸出の製品分類別の変化

注：2002年から2008年の７年間の変動率。表４のその他は表３のその他とは別である。
資料：表１と同じ。

増加

数量 金額

減少

その他（7.1）

冷凍（△3.2）、鮮魚（△10.6）、
その他製造（△16.4）、活魚（△
5.4）、乾燥品（△7.4）、密閉容器
品（△16.8）、塩蔵（△24.1）、燻
製（△41.1）

その他（8.7）

冷凍（△9.3）、鮮魚（△5.6）、そ
の他製造（△10.4）、活魚（△9.4）、
乾燥品（△1.8）、密閉容器品（△
13.7）、塩蔵（△10.7）、燻製（△
51.2）

活
魚
や
鮮
魚
な
ど
の
減
少
率
は
比
較

的
低
い
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表５　韓国の水産物輸出金額の魚種別推移
単位：千ドル、％

2002 2006 2007 2008 ドル/Kg 構成比
（2008） （2008）

マグロ 278,010 227,964 275,153 293,189 2.6 20.2

イカ 65,089 47,399 123,768 126,536 0.8 8.7

ノリ 37,709 61,730 59,728 75,313 9.5 5.2

カキ 76,122 55,508 40,145 46,260 5.1 3.2

ヒラメ 39,638 51,969 44,154 43,369 11.0 3.0

キャビア 52,891 44,019 13,097 16,691 14.0 1.1

アナゴ 57,732 43,009 37,938 44,168 8.4 3.0

カニむき身 23,664 36,210 32,275 43,484 9.0 3.0

ヒジキ 33,588 23,773 24,525 36,379 11.0 2.5

ワカメ 20,400 21,761 17,667 20,584 2.0 1.4

寒天原料 7,128 18,535 10,784 10,261 11.0 0.7

アサリ 24,188 17,766 12,662 19,219 2.4 1.3

アワビ 14 17,123 15,040 20,997 33.0 1.4

サワラ 10,216 15,535 26,869 45,464 2.7 3.1

赤貝 29,226 14,379 13,998 15,103 － 1.0

エビ 3,908 14,012 8,340 11,407 － 0.8

アジ 16,795 11,035 12,946 29,242 1.3 2.0

タイ 6,941 10,940 21,250 14,155 2.3 1.0

コニベ 8,241 9,565 13,281 16,689 2.1 1.1

その他 368,935 335,063 408,741 510,317 2.7 35.1

合計 1,160,435 1,088,948 1,225,832 1,454,630 2.4 100.0
資料：表１と同じ。
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二
％
の
マ
グ
ロ
で
あ
る
。
次
は
八
・

七
％
の
イ
カ
、
五
・
二
％
の
ノ
リ
、

三
・
二
％
の
カ
キ
、
三
・
一
％
の
サ
ワ

ラ
、
三
・
〇
％
の
ヒ
ラ
メ
、
ア
ナ
ゴ
、

カ
ニ
む
き
身
の
順
で
あ
る
。

魚
種
別
の
変
動
率
を
見
た
の
が
表
６

で
あ
る
。
ま
ず
多
く
の
魚
種
が
金
額
と

数
量
で
増
加
を
示
し
て
い
る
。
特
に
金

額
と
数
量
が
と
も
に
増
加
し
て
い
る
魚

種
は
ノ
リ
、
ヒ
ラ
メ
、
カ
ニ
む
き
身
、

ワ
カ
メ
、
寒
天
原
料
、
ア
ワ
ビ
、
サ
ワ

ラ
、
エ
ビ
、
ア
ジ
、
タ
イ
な
ど
で
あ
る
。

こ
の
中
で
ア
ワ
ビ
は
数
量
で
一
三

三
％
、
金
額
で
一
八
三
三
％
と
か
な
り

の
増
加
率
を
見
せ
て
お
り
、
高
価
格
の

代
表
的
な
輸
出
水
産
物
と
し
て
位
置
づ

い
て
い
る
。
と
く
に
ア
ワ
ビ
の
主
な
輸

出
先
は
日
本
で
あ
り
次
が
中
国
、
香
港

14

表６　韓国の輸出水産物の魚種別の変化

注：2002年から2008年の７年間の変動率。
資料：表１と同じ。

増加

数量 金額

減少

マグロ（1.3）、ノリ（4.6）、ヒラ
メ（1.6）、カニむき身（14.2）、
ワカメ（12.0）、寒天原料（15.7）、
アワビ（133.2）、サワラ（20.1）、
エビ（63.8）、ウナギ類（26.7）、
アジ（11.3）、タイ（14.9）

カキ（△11.1）、イカ（△12.8）、
キャビア（△1.1）、アナゴ（△
9.1）、ヒジキ（△7.1）、アサリ
（△10.1）、赤貝（△21.7）、コニ
ベ（△2.3）、その他（△4.7）

ノリ（13.2）、ヒラメ（8.3）、イ
カ（1.3）、カニむき身（14.5）、
ワカメ（6.8）、寒天原料（30.0）、
アワビ（1833.4）、サワラ（20.1）、
エビ（47.4）、ウナギ類（37.1）、
アジ（7.4）、タイ（13.8）、コニ
ベ（7.9）

マグロ（△3.8）、カキ（△7.2）、
キャビア（△3.3）、アナゴ（△
7.0）、ヒジキ（△7.5）、アサリ
（△5.9）、赤貝（△15.8）、その他
（△4.7）

輸
出
水
産
物
で
は
ア
ワ
ビ
が
数
量
で

一
三
三
％
、
金
額
で
一
八
三
三
％
の

増
加
率
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純
な
成
長
度
を
見
る
と
、
全
体
で
は
一
・
六
倍
の
伸
び
と
な
っ
て
い
る
が
、
チ
リ
、
ペ
ル
ー
お
よ
び

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
が
三
・
四
倍
前
後
、
ベ
ト
ナ
ム
が
約
二
・
五
倍
、
ノ
ル
ウ
ェ
ー
が
約
二
・
○
倍
、
ロ

シ
ア
が
約
一
・
八
倍
と
、
南
米
や
東
南
ア
ジ
ア
、
欧
州
な
ど
の
一
部
の
国
で
の
大
幅
な
伸
張
が
目
立

っ
て
い
る
。
一
方
で
、
ア
メ
リ
カ
、
カ
ナ
ダ
、
英
国
な
ど
の
よ
う
に
ほ
と
ん
ど
伸
び
が
見
ら
れ
な
い
、

も
し
く
は
減
少
し
て
い
る
国
も
あ
る
。
全
体
的
に
、
輸
入
先
国
の
多
様
化
が
進
ん
で
い
る
と
言
え
よ

う
。な

お
、
主
要
相
手
国
の
一
つ
で
あ
る
ロ
シ
ア
で
は
、
従
来
、
漁
場
か
ら
運
搬
船
で
の
物
流
に
よ
る

原
魚
、
原
料
形
態
で
の
対
韓
輸
出
が
主
流
で
あ
っ
た
。
し
か
し
近
年
で
は
、
沿
海
地
方
の
ウ
ラ
ジ
オ

ス
ト
ク
に
お
い
て
水
産
物
流
通
・
加
工
基
地
の
建
設
計
画
を
進
め
て
お
り
、市
場
施
設
や
加
工
施
設
、

冷
凍
冷
蔵
庫
な
ど
へ
の
投
資
を
韓
国
側
に
要
請
し
て
い
る
。
近
い
う
ち
に
両
国
間
で
こ
の
計
画
に
関

す
る
協
定
が
結
ば
れ
、
開
発
が
進
む
こ
と
に
な
れ
ば
、
従
来
と
は
異
な
る
北
洋
水
産
物
の
加
工
品
を

中
心
と
す
る
貿
易
が
拡
大
し
て
い
く
と
思
わ
れ
る
。

（2）
製
品
分
類
の
変
化

輸
入
水
産
物
の
製
品
分
類
別
の
動
向
を
表
８
に
ま
と
め
た
。
そ
の
割
合
を
二
〇
〇
八
年
の
数
値
で

見
る
と
や
は
り
第
一
の
製
品
は
冷
凍
水
産
物
で
あ
り
全
体
の
五
九
・
〇
％
を
占
め
て
い
る
。
次
が
そ

の
他
の
二
一
・
七
％
、
鮮
魚
（
冷
蔵
品
）
の
一
〇
・
一
％
、
活
魚
の
九
・
二
％
と
い
う
順
で
あ
る
。

ま
た
、
二
〇
〇
二
年
比
で
見
た
二
〇
〇
八
年
の
伸
び
（
成
長
度
）
で
は
、
活
魚
が
約
一
・
九
倍
、
冷

16

輸
入
相
手
国
は
中
国
が
ト
ッ
プ
で
三

二
・
九
％
次
い
で
ロ
シ
ア
だ
が
輸
入

先
の
多
様
化
が
進
行
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表７　韓国の水産物輸入金額の国別推移
単位：千ドル、％

2002 2006 2007 2008 構成比 成長度
（2008） （2008/2002）

中国 719,314 1,034,192 1,070,862 1,018,678 32.9 1.42

ロシア 215,638 347,079 423,392 384,434 12.4 1.78

ベトナム 121,733 206,482 267,964 305,841 9.9 2.51

日本 146,497 224,311 273,477 224,990 7.3 1.54

アメリカ 173,774 150,544 144,242 140,273 4.5 0.81

タイ 84,737 144,463 149,270 113,910 3.7 1.34

台湾 54,993 85,698 83,342 85,479 2.8 1.55

チリ 22,375 83,513 80,050 77,369 2.5 3.46

インドネシア 22,718 35,645 55,280 76,445 2.5 3.36

カナダ 43,178 50,157 52,544 46,431 1.5 1.08

ノルウェー 26,152 41,609 61,615 53,401 1.7 2.04

ペルー 13,271 36,977 37,416 46,316 1.5 3.49

インド 19,269 27,350 21,497 24524 0.8 1.27

英国 21,902 23,594 21,543 21,705 0.7 0.99

フィリピン 19,421 26,788 21,729 19,429 0.6 1.0

その他 179,445 250,946 292,145 458,225 14.8 2.55

合計 1,884,417 2,769,348 3,056,368 3,097,450 100.0 1.64
資料：表１と同じ。
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表８　韓国の水産物輸入金額の製品分類別推移
単位：千ドル、％

2002 2006 2007 2008 構成比 成長度
（2008） （2008/2002）

活魚 152,662 197,501 224,675 285,320 9.2 1.87

鮮魚 241,611 374,837 408,278 313,504 10.1 1.30

冷凍 1,207,193 1,660,663 1,872,942 1,827,640 59.0 1.51

その他 282,951 535,135 550,473 670,986 21.7 2.37

合計 1,884,417 2,769,348 3,056,368 3,097,450 100.0 1.64

韓国南部・慶南地域の統營（トンヨン）港で活魚を水揚げしている中国の活魚
運搬船

輸入活魚保税倉庫：検疫検査と通関が終わった活魚は活魚運搬トラックによっ
て流通されている。

資料：表１と同じ。
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凍
品
が
約
一
・
五
倍
で
あ
る
。
活
魚
を
中
心
と
す
る
外
食
市
場
の
拡
大
、
あ
る
い
は
簡
便
な
冷
凍
加

工
品
の
家
庭
内
消
費
の
拡
大
と
い
っ
た
、
近
年
の
韓
国
で
の
水
産
物
需
要
・
消
費
動
向
の
変
化
が
、

こ
う
し
た
デ
ー
タ
か
ら
も
伺
え
る
。

（3）
魚
種
別
の
変
化

輸
入
水
産
物
の
魚
種
別
の
動
向
を
表
９
に
ま
と
め
た
。
二
〇
〇
八
年
で
は
第
一
の
輸
入
水
産
物
は

ス
ケ
ト
ウ
ダ
ラ
で
全
体
の
一
〇
・
六
％
を
占
め
て
い
る
。
次
が
エ
ビ
（
六
・
八
％
）、
グ
チ
（
四
・

六
％
）、
テ
ナ
ガ
ダ
コ
（
四
・
一
％
）、
マ
グ
ロ
（
三
・
七
％
）、
タ
チ
ウ
オ
（
二
・
九
％
）、
エ
ビ
む

き
身
（
二
・
八
％
）、
イ
カ
（
二
・
四
％
）、
ア
ン
コ
ウ
（
二
・
四
％
）、
タ
イ
（
二
・
一
％
）、
サ
ケ

（
二
・
一
％
）
の
順
で
あ
る
。

ま
た
、
二
○
○
二
年
と
二
○
○
八
年
と
の
対
比
に
よ
る
魚
種
別
の
単
純
な
成
長
度
を
見
る
と
、
サ

ケ
（
約
三
・
五
倍
）、
マ
グ
ロ
（
約
三
・
三
倍
）、
テ
ナ
ガ
ダ
コ
（
約
三
・
二
倍
）、
エ
ビ
む
き
身

（
約
二
・
七
倍
）
な
ど
の
伸
び
が
目
立
つ
。
こ
れ
ら
は
い
わ
ゆ
る
高
価
格
魚
や
外
食
向
け
で
あ
っ
た

り
、
あ
る
い
は
韓
国
特
有
の
消
費
魚
種
（
例：

テ
ナ
ガ
ダ
コ
）
で
あ
り
、
近
年
の
国
内
水
産
物
需
要

動
向
の
一
端
を
反
映
し
て
い
る
と
言
え
よ
う
。

以
上
の
よ
う
な
魚
種
は
前
述
し
た
よ
う
に
主
に
外
食
市
場
の
食
材
対
象
に
な
る
も
の
で
冷
凍
品
や

活
魚
、
加
工
品
と
し
て
輸
入
さ
れ
て
い
る
。
例
え
ば
テ
ナ
ガ
ダ
コ
も
、
以
前
の
冷
凍
品
よ
り
活
魚
で

輸
入
さ
れ
る
ケ
ー
ス
も
増
え
て
お
り
、
タ
イ
も
主
に
日
本
や
中
国
か
ら
活
魚
と
し
て
輸
入
さ
れ
て
い

19

活
魚
が
中
心
の
外
食
市
場
の
拡
大
、

簡
便
性
を
求
め
る
家
庭
内
消
費
の
変

化
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る
（
写
真
参
照
）。

ま
た
、
ス
ケ
ト
ウ
ダ
ラ
は
主
に
ラ
ウ
ン
ド
形

態
の
冷
凍
品
と
し
て
ロ
シ
ア
か
ら
輸
入
さ
れ
て

い
る
が
、鮮
魚
は
日
本
か
ら
輸
入
さ
れ
て
い
る
。

特
に
日
本
か
ら
の
輸
入
ス
ケ
ト
ウ
ダ
ラ
は
北

海
道
の
水
揚
地
か
ら
ト
ラ
ッ
ク
で
下
関
ま
で
移

動
し
、
運
搬
船
あ
る
い
は
フ
ェ
リ
ー
を
利
用
し

て
韓
国
の
釜
山
に
入
る
。
釜
山
に
つ
い
た
水
産

物
は
そ
の
日
の
う
ち
に
水
産
物
検
査
、
通
関
が

お
わ
る
た
め
に
総
貿
易
物
流
リ
ー
ド
タ
イ
ム
は

平
均
二
日
し
か
か
か
ら
な
い
。
こ
の
よ
う
な
両

国
の
貿
易
パ
タ
ー
ン
は
、
タ
チ
ウ
オ
、
タ
イ
、

サ
バ
な
ど
他
の
鮮
魚
で
も
ほ
ぼ
同
様
で
あ
る
。

20

中国からの輸入活テナガダコ：輸入活テナガダコの多くは空気が入ったビニー
ルに入って輸入されている。

日
本
産
の
ス
ケ
ト
ウ
ダ
ラ
（
鮮
魚
）

は
下
関
経
由
で
釜
山
に
入
る
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表９　韓国の水産物輸入金額の魚種別推移
単位：千ドル、％

スケトウダラ 200,540 289,204 363,836 326,836 1.5 10.6 1.63

エビ 103,541 219,122 246,759 211,255 4.2 6.8 2.04

グチ 137,877 147,873 164,644 143,654 3.3 4.6 1.04

テナガダコ 40,337 81,993 125,526 128,506 3.1 4.1 3.19

タチウオ 100,671 102,892 109,767 89,813 2.7 2.9 0.89

イカ 38,657 85,971 86,192 75,751 2.5 2.4 1.96

ガザミ 62,742 82,359 82,249 66,222 3.6 2.1 1.06

魚卵 87,541 79,405 70,231 49,811 3.5 1.6 0.57

アンコウ 73,848 72,062 77,425 74,740 2.4 2.4 1.01

エビむき身 32,354 60,496 83,003 87,033 5.4 2.8 2.69

マグロ 35,284 60,455 93,633 115,294 9.7 3.7 3.27

タイ 33,958 57,941 58,464 66,558 6.2 2.1 1.96

サケ 18,382 56,853 71,509 63,693 6.0 2.1 3.46

タコ 32,446 51,775 6,191 4,362 - 0.1 0.13

サバ 38,094 42,358 56,609 34,663 1.2 1.1 0.91

サンマ 20,217 37,938 36,509 36,517 0.8 1.2 1.81

カワハギ 28,165 34,778 38,113 37,963 4.4 1.2 1.35

その他 752,090 1,079,813 1,159,304 1,386,619 2.4 44.8 1.84

合計 1,884,417 2,769,348 3,056,368 3,097,450 0.7 100.0 1.64

2002 2006 2007 2008 ドル/Kg 構成比 成長度
（2008） （2008） （2008/2002）

資料：表１と同じ。
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投資件数 投資金額

注：韓国・農林水産食品部『水産分野海外進出活性化方案研究』（2009年２月）p13
資料：海外進出情報システム/OIS（www.ois.go.kr）．

図５　韓国企業の海外投資の推移

注：韓国・農林水産食品部『水産分野海外進出活性化方案研究』、2009.2 ｐ15
資料：海外進出情報システム/OIS（www.ois.go.kr）．

図６　韓国企業の国別海外投資の実績（累計額）
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東
ア
ジ
ア
、
ア
フ
リ
カ
の
順
で
あ
る
。
海
外
投
資
に
つ
い
て
統
計
を
と
り
始
め
た
一
九
六
八
年
か
ら

二
〇
〇
八
年
（
六
月
）
ま
で
の
累
計
投
資
金
額
実
績
に
つ
い
て
投
資
先
国
別
で
示
し
た
の
が
図
６
で

あ
る
。
中
国
（
香
港
な
ど
を
除
く
）
が
二
五
七
・
二
億
ド
ル
で
第
一
の
海
外
投
資
先
で
あ
る
。
次
い

で
ア
メ
リ
カ
の
二
四
二
・
四
億
ド
ル
、
香
港
の
六
五
・
八
億
ド
ル
、
ベ
ト
ナ
ム
の
四
五
・
一
億
ド
ル

の
順
で
あ
る
。
中
国
と
ア
メ
リ
カ
の
二
ヵ
国
が
海
外
投
資
全
体
金
額
の
約
五
〇
％
を
占
め
て
お
り
こ

れ
ら
の
国
に
対
す
る
投
資
依
存
度
が
非
常
に
高
い
こ
と
が
わ
か
る
。
な
お
、
日
本
は
二
三
・
一
億
ド

ル
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
。

海
外
投
資
規
模
を
業
種
別
に
見
た
の
が
表
11
で
あ
る
。
投
資
件
数
で
は
製
造
業
が
五
一
、
二
二
六

件
で
全
体
の
五
四
・
九
％
を
占
め
て
い
る
。
次
が
卸
売
業
と
小
売
業
の
一
三
、
六
三
九
件
で
全
体
の

一
四
・
六
％
を
占
め
て
こ
の
二
つ
が
全
体
の
約
七
割
を
占
め
る
。
投
資
金
額
で
は
、
製
造
業
は
五
五

三
・
三
億
ド
ル
で
全
体
の
四
三
・
九
％
、
卸
売
業
と
小
売
業
が
二
〇
一
・
八
億
ド
ル
で
全
体
の
一

六
・
〇
％
を
占
め
て
い
る
。
一
方
、
農
業
・
林
業
・
漁
業
は
累
計
実
績
で
一
、
六
〇
六
件
（
全
体
の

一
・
七
％
）、
七
・
九
億
ド
ル
（
同
〇
・
六
％
）
を
占
め
る
程
度
の
低
水
準
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ

れ
は
分
類
上
の
問
題
で
、
実
際
に
は
農
林
水
産
物
に
関
す
る
加
工
や
流
通
・
物
流
、
貿
易
な
ど
で
あ

っ
て
も
、
そ
れ
ぞ
れ
製
造
業
や
運
送
業
な
ど
と
い
っ
た
項
目
に
分
類
さ
れ
て
い
る
ケ
ー
ス
が
多
い
の

で
、
表
面
的
な
数
値
実
績
の
み
で
農
林
水
産
分
野
の
海
外
投
資
規
模
を
判
断
す
る
の
は
大
変
困
難
で

あ
る
。

25

海
外
投
資
先
は
中
国
が
ト
ッ
プ
、
次

い
で
ア
メ
リ
カ
の
順
、
中
国
と
ア
メ

リ
カ
で
全
体
の
五
〇
％
を
占
め
る
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表11 業種別の海外投資の実績
単位：千ドル

業種分類 申告件数 比率 投資金額 比率

合計 93,272 100.0 125,905,143 100.0

農業・林業・漁業 1,606 1.7 787,363 0.6

鉱業 1,770 1.9 12,330,924 9.8

製造業 51,226 54.9 55,327,166 43.9

電気・ガス・水道事業 161 0.2 969,930 0.8

下水・廃棄物処理・原料再生・環境復元 96 0.1 16,144 0.0

建設業 2,959 3.2 3,599,303 2.9

卸売及び小売業 13,639 14.6 20,182,151 16.0

運送業 1,364 1.5 1,857,949 1.5

宿泊及び飲食店業 4,396 4.7 2,472,678 2.0

出版・映像・放送通信・情報サービス 2,686 2.9 3,474,844 2.8

金融及び保険業 694 0.7 7,190,076 5.7

不動産業及び賃貸業 5,422 5.8 7,591,271 6.0

専門・科学及び技術サービス業 2,129 2.3 7,674,272 6.1

事業施設管理及び事業支援サービス業 972 1.0 375,772 0.3

公共行政、国防及び社会保障行政 10 0.0 1,028 0.0

教育サービス業 708 0.8 251,738 0.2

保険業及び社会福祉サービス業 287 0.3 129,558 0.1

芸術及びスポーツ及び余暇関連サービス業 1,211 1.3 1,148,023 0.9

業界、団体及びその他個人サービス業 1,928 2.1 509,152 0.4

その他の自家消費生産活動 7 0.0 954 0.0

国際及び外国機関 1 0.0 14,848 0.0

資料：海外進出情報システム/OIS（www.ois.go.kr）．
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（2）
水
産
業
の
海
外
投
資

前
述
し
た
よ
う
に
現
在
の
統
計
上
、
一
般

業
種
分
類
か
ら
水
産
業
の
海
外
投
資
の
把
握

は
難
し
い
。
例
え
ば
水
産
加
工
業
の
海
外
投

資
は
「
製
造
業
」
と
し
て
分
類
さ
れ
て
お
り
、

水
産
流
通
、
貿
易
、
物
流
な
ど
は
「
卸
売
業
」

と
「
小
売
業
」
に
分
類
さ
れ
て
い
る
の
が
現

状
で
あ
る
。
し
か
も
投
資
企
業
が
「
そ
の
他

の
サ
ー
ビ
ス
」
や
「
運
送
業
」
な
ど
と
し
て

記
入
分
類
す
る
場
合
が
あ
っ
て
水
産
業
の
分

類
は
さ
ら
に
困
難
と
な
る
。

ひ
と
ま
ず
表
12
に
お
い
て
、
一
九
六
八
年

か
ら
二
〇
〇
八
年
六
月
ま
で
の
一
般
統
計
の

水
産
業
の
海
外
投
資
の
累
計
実
績
を
見
て
み

る
。
こ
こ
か
ら
確
認
で
き
る
よ
う
に
累
計
件

数
は
七
一
八
件
、
二
・
三
億
ド
ル
水
準
で
あ

る
。
そ
の
う
ち
遠
洋
漁
業
に
お
け
る
海
外
投

資
が
六
五
七
件
で
全
体
の
九
一
・
五
％
を
占

27

表12 水産業の海外投資の実績

区分
投資件数 投資金額

件数 比率（％） 金額（千ドル） 比率（％）

遠洋漁業 657 91.5 217,210 96.3

沿近海漁業 5 0.7 1,245 0.6

海面養殖業 29 4.0 4,512 2.0

内水面養殖業 19 2.6 1,346 0.6

水産物孵化及び種苗生産業 6 0.8 870 0.4

漁業関連サ－ビス業 2 0.3 285 0.1

合　　　　計 718 100.0 225,468 100.0

資料：海外進出情報システム/OIS（www.ois.go.kr）．

水
産
業
の
海
外
投
資
は
遠
洋
漁
業
、

次
い
で
海
面
養
殖
業
の
順
、
こ
れ
は

海
外
漁
場
の
確
保
、
入
漁
の
た
め
の

漁
業
へ
の
進
出
な
ど
に
よ
る
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め
て
い
る
。
次
い
で
海
面
養
殖
業
が
二
九
件
で
全
体
の
四
・
〇
％
、
内
水
面
養
殖
業
が
一
九
件
の
全

体
の
二
・
六
％
を
占
め
て
い
る
。
特
に
韓
国
水
産
業
の
海
外
投
資
は
、
海
外
漁
場
か
ら
の
撤
退
が
本

格
化
し
た
一
九
八
〇
年
代
中
盤
か
ら
一
九
九
〇
年
代
中
盤
ま
で
の
間
、遠
洋
漁
業
に
集
中
し
て
い
る
。

こ
れ
は
海
外
漁
場
の
確
保
・
入
漁
の
た
め
に
Ｊ
Ｖ
漁
業
な
ど
の
投
資
進
出
が
増
加
し
た
か
ら
で
あ

る
。
一
九
八
〇
年
代
中
盤
か
ら
の
南
太
平
洋
と
南
米
へ
の
イ
カ
釣
り
漁
業
の
進
出
、
ア
フ
リ
カ
漁
場

を
中
心
と
す
る
大
西
洋
と
パ
キ
ス
タ
ン
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
な
ど
の
東
南
ア
ジ
ア
へ
の
ト
ロ
ー
ル
漁
業

の
進
出
、
一
九
九
〇
年
代
初
期
か
ら
の
南
太
平
洋
へ
の
マ
グ
ロ
漁
業
の
進
出
が
代
表
的
で
あ
る
。
こ

れ
ら
大
手
水
産
企
業
の
事
例
に
つ
い
て
は
、
後
述
す
る
。

（3）
中
国
へ
の
水
産
投
資

ま
ず
、
水
産
業
の
海
外
投
資
の
現
状
に
つ
い
て
把
握
す
る
た
め
、
第
一
の
海
外
投
資
対
象
国
で
あ

る
中
国
で
の
事
例
を
、
他
の
研
究
成
果
を
踏
ま
え
て
紹
介
す
る
。
そ
れ
は
、
水
産
加
工
業
の
中
国
進

出
実
態
の
把
握
の
た
め
に
、
一
般
製
造
業
の
中
国
投
資
の
中
で
食
品
製
造
業
の
投
資
企
業
を
選
別
し

そ
の
う
ち
水
産
食
品
や
水
産
物
加
工
業
へ
の
投
資
企
業
を
逐
一
確
認
す
る
作
業
を
行
っ
た
も
の
で
あ

る
（
注
１
）。
水
産
物
流
通
、
貿
易
に
つ
い
て
も
同
様
の
作
業
を
行
っ
て
い
る
。

韓
国
企
業
の
中
国
投
資
・
進
出
の
主
な
動
機
は
、
低
廉
で
良
質
な
現
地
労
働
力
の
確
保
、
原
料
資

源
の
確
保
、
第
三
国
へ
の
迂
回
輸
出
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
る
。
特
に
Ｉ
Ｍ
Ｆ
管
理
下
（
一
九
九
七
年
〜

二
〇
〇
一
年
）
で
の
韓
国
の
経
済
回
復
と
中
国
の
Ｗ
Ｔ
Ｏ
加
入
（
二
〇
〇
一
年
）
を
背
景
に
、
中
国

28

中
国
投
資
の
主
な
動
機
は
労
働
力
、

資
源
の
確
保
、
第
三
国
へ
の
迂
回
輸

出
な
ど
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進
出
が
本
格
化
し
た
。
当
初
は
資
金
能
力
や
経
営
ノ
ウ
ハ
ウ
の
豊
富
な
大
企
業
の
進
出
が
中
心
で
あ

っ
た
が
、
そ
の
後
、
中
小
規
模
の
水
産
企
業
も
含
め
て
中
国
に
現
地
法
人
を
設
立
し
て
経
営
を
行
っ

て
い
た
。

表
13
と
表
14
は
、
中
国
に
現
地
投
資
法
人
を
設
立
し
た
三
〇
〇
〇
余
り
の
会
社
の
中
で
、
水
産
物

を
取
り
扱
っ
て
い
る
現
地
法
人
の
み
を
整
理
し
た
も
の
で
あ
る
。
投
資
業
種
は
漁
業
と
養
殖
業
、
水

産
加
工
業
、
流
通
と
貿
易
業
に
区
分
し
た
。

ま
ず
表
13
か
ら
確
認
で
き
る
よ
う
に
中
国
へ
進
出
し
た
水
産
企
業
は
二
〇
〇
五
年
ま
で
の
累
計
で

総
二
五
三
件
で
、
業
種
別
に
は
水
産
加
工
業
が
一
四
八
件
で
全
体
の
五
九
％
を
占
め
て
一
番
多
い
。

次
が
漁
業
と
養
殖
業
が
七
九
件
で
三
一
％
、
流
通
と
貿
易
業
が
二
六
件
で
一
〇
％
を
占
め
て
い
る
。

水
産
加
工
業
は
加
工
能
力
と
冷
凍
倉
庫
保
管
力
が
高
く
、
韓
国
と
定
期
運
航
船
の
便
が
あ
る
山
東

省
（
青
島
や
威
海
な
ど
）、
遼
寧
省
（
大
連
な
ど
）
に
多
く
進
出
し
て
い
る
。
漁
業
と
養
殖
業
は
主

に
江
蘇
省
、
山
東
省
、
遼
寧
省
な
ど
漁
業
資
源
が
豊
富
で
あ
り
養
殖
技
術
が
相
対
的
に
発
達
し
て
い

る
地
域
に
集
中
的
に
進
出
し
て
い
る
。
全
業
種
を
通
じ
て
も
、
や
は
り
韓
国
と
地
理
的
に
近
く
、
交

易
が
活
発
で
あ
る
山
東
省
に
現
地
法
人
が
多
く
進
出
し
て
お
り
総
投
資
件
数
の
五
七
％（
一
四
五
件
）

を
占
め
て
い
る
。

表
14
は
中
国
へ
の
水
産
投
資
金
額
を
整
理
し
た
も
の
で
あ
る
が
水
産
投
資
規
模
は
二
〇
〇
五
年
累

計
で
約
八
九
四
〇
万
ド
ル
が
申
告
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
中
で
実
際
に
投
資
が
行
わ
れ
て
い
る
の
は
約

五
五
二
〇
万
ド
ル
で
あ
る
（
注
２
）。
こ
の
投
資
金
額
か
ら
、
途
中
で
撤
退
し
た
ケ
ー
ス
を
除
い
た

－　－29

投
資
企
業
の
多
く
が
中
国
で
の
経
営

を
継
続
し
て
い
る
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表13 水産業に関する中国への業種別投資件数（地域別）
単位；件数

北京市 5 － 1 6

江蘇省 7 － 11 18

江西省 1 － － 1

吉林省 4 － 3 7

福建省 2 － 1 3

山東省 90 17 38 145

遼寧省 24 1 14 39

浙江省 8 3 4 15

上海市 － － 2 2

海南省 － － 2 2

河北省 1 1 1 3

天津市 2 － 4

黒龍江省 4 2 2 8

合　計 148 26 79 253

注：1968年から2005年までの累計投資の実績から水産業及び水産関連業を直接確認した
ものである。

資料：海外進出情報システム/OIS（www.ois.go.kr）．

地域名 水産加工業 流通/貿易業 漁業/養殖業 合　計
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表14 水産業に関する中国への投資規模（地域別）
単位：千ドル

北京市 17,546 14,907 14,907

江蘇省 6,228 2,503 2,503

江西省 500 33 33

吉林省 1,446 620 620

福建省 583 150 150

山東省 47,106 27,701 26,612

遼寧省 8,265 4,202 4,202

浙江省 4,812 3,740 3,740

上海市 447 447 447

海南省 500 303 303

河北省 415 274 274

天津市 910 90 90

黒龍江省 596 225 225

合　　計 89,354 55,195 54,106

資料：表13と同じ。

地域名 申告金額 投資金額 投資残高
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で
あ
る
ス
タ
ー
キ
ス
ト
社
を
買
収
し
て
世
界
最
大
の
マ
グ
ロ
缶
詰
会
社
に
な
っ
た
。

Ｂ
水
産
は
遠
洋
ト
ロ
ー
ル
漁
業
を
展
開
し
て
い
る
。
特
に
ア
フ
リ
カ
の
大
西
洋
漁
場
を
中
心
に
漁

獲
し
て
韓
国
国
内
を
は
じ
め
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
、
日
本
、
ア
フ
リ
カ
現
地
国
な
ど
に
輸
出
し
て
い
る
。
主

な
漁
獲
物
は
遠
洋
グ
チ
類
、
ニ
ベ
類
、
タ
イ
類
、
タ
ラ
、
エ
ビ
な
ど
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
漁
獲
物
は

基
本
的
に
韓
国
向
け
で
あ
る
。
し
か
し
近
年
は
、
関
係
国
か
ら
の
入
漁
条
件
が
非
常
に
厳
し
く
な
り

単
純
入
漁
に
は
限
界
が
き
た
。
そ
の
た
め
関
係
国
に
現
地
法
人
を
つ
く
っ
て
進
出
し
て
い
る
。
ア
フ

リ
カ
の
ア
ン
ゴ
ラ
（
Ａ
Ｎ
Ｇ
Ｏ
Ｒ
Ａ
）
の
現
地
法

人
は
漁
業
を
は
じ
め
漁
獲
物
の
輸
出
や
現
地
市
場

へ
の
販
売
な
ど
生
産
と
流
通
の
兼
業
的
な
性
格
を

も
っ
て
い
る
。
ま
た
ア
ン
ゴ
ラ
の
現
地
法
人
は
漁

業
生
産
、
流
通
、
貿
易
代
理
業
、
入
出
港
申
請
代

理
業
、
船
舶
用
品
の
供
給
、
船
員
管
理
業
、
冷
凍

倉
庫
業
な
ど
い
わ
ゆ
る
多
角
化
事
業
を
展
開
し
て

お
り
、
今
後
は
造
船
・
船
舶
修
理
業
に
も
進
出
す

る
計
画
を
も
っ
て
い
る
。

Ｃ
水
産
も
遠
洋
漁
業
を
母
体
に
し
て
遠
洋
ト
ロ

ー
ル
漁
業
、
遠
洋
イ
カ
釣
り
漁
業
、
遠
洋
カ
ニ
か

ご
漁
業
な
ど
行
っ
て
い
る
。
こ
の
会
社
も
単
純
入

33

Ａ水産が利用しているミクロネシアの漁港

Ｂ
水
産
は
ア
フ
リ
カ
を
拠
点
に
し
て

経
営
の
多
角
化
を
進
め
て
い
る
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漁
か
ら
徐
々
に
脱
皮
し
て
お
り
近
年
に
は
ペ
ル
ー
、
ブ
ラ

ジ
ル
、
チ
リ
な
ど
へ
の
入
漁
投
資
を
中
心
と
す
る
現
地
漁

業
の
投
資
以
外
に
、
中
国
に
加
工
工
場
を
造
っ
て
自
社
の

遠
洋
漁
獲
物
の
中
国
現
地
加
工
を
行
っ
て
い
る
。
ま
た
、

こ
れ
ら
中
国
生
産
の
水
産
加
工
品
は
韓
国
国
内
へ
の
搬
入

の
他
、
中
国
国
内
市
場
へ
の
販
売
も
拡
大
し
て
い
る
。
今

後
も
自
社
生
産
―
加
工
―
販
売
と
い
っ
た
垂
直
的
な
事
業

多
角
化
を
拡
大
す
る
計
画
で
あ
る
。

以
上
の
よ
う
な
水
産
会
社
以
外
に
も
多
様
な
海
外
投
資

が
行
わ
れ
て
い
る
。
例
え
ば
、
エ
ビ
養
殖
業
、
タ
イ
な
ど

高
価
格
魚
類
の
養
殖
業
、
す
り
み
原
料
加
工
業
、
現
地
水

産
生
産
―
加
工
―
販
売
の
総
合
的
水
産
投
資
な
ど
新
た
な

海
外
水
産
投
資
が
展
開
さ
れ
て
い
る
。

34

アルゼンチンで加工されたイカ加工品（ダルマ）

Ｃ
水
産
は
遠
洋
漁
獲
物
を
中
国
で
加

工
し
、
韓
国
の
他
、
中
国
国
内
販
売

に
も
力
を
入
れ
て
い
る
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ス
ト
の
上
昇
、半
導
体
製
造
な
ど
他
産
業
へ
の
労
働
力
の
流
出
な
ど
厳
し
い
状
況
に
置
か
れ
て
い
る
。

し
か
も
中
国
政
府
の
水
産
業
に
対
す
る
一
時
的
な
対
応
の
変
化
（
注
４
）
や
現
地
法
人
に
対
す
る
税

金
優
待
政
策
の
撤
廃
な
ど
か
ら
、
今
後
、
新
た
な
経
営
戦
略
の
立
て
直
し
が
必
要
で
あ
る
。

（2）
輸
入
原
料
の
中
国
現
地
加
工
―
第
三
国
輸
出
型

こ
の
類
型
は
一
九
九
〇
年
代
後
半
に
典
型

的
で
あ
っ
た
中
国
進
出
企
業
の
タ
イ
プ
で
あ

る
。
中
国
現
地
原
料
の
不
足
や
原
料
価
格
の

高
騰
か
ら
、
原
料
調
達
先
を
ロ
シ
ア
や
ア
メ

リ
カ
な
ど
に
シ
フ
ト
し
、
中
国
で
加
工
を
行

っ
た
後
に
日
本
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
、
ア
メ
リ
カ

な
ど
へ
輸
出
す
る
タ
イ
プ
で
あ
る
。
主
に
現

地
進
出
資
本
は
既
存
の
現
地
加
工
工
場
を
借

り
て
い
る
ケ
ー
ス
が
多
く
、
カ
レ
イ
、
サ
ケ
、

タ
ラ
、
ス
ケ
ト
ウ
ダ
ラ
な
ど
の
フ
ィ
レ
、
ラ

ウ
ン
ド
や
切
り
身
の
冷
凍
品
な
ど
の
冷
凍
品

加
工
を
行
っ
て
い
る
。
例
え
ば
、
カ
レ
イ
は

数
量
べ
ー
ス
で
原
料
の
八
〇
％
程
度
を
ア
メ

36
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一
九
九
〇
年
代
後
半
の
中
国
進
出
タ

イ
プ
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リ
カ
か
ら
輸
入
し
て
中
国
現
地
で
フ
ィ
レ
や
冷
凍
加
工
し
た
後
に
六
〇
％
は
再
び
ア
メ
リ
カ
へ
輸
出

し
三
〇
％
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
、
一
〇
％
は
日
本
な
ど
に
輸
出
し
て
い
る
。

こ
う
し
た
輸
出
型
加
工
は
、
以
前
は
韓
国
の
国
内
で
盛
ん
で
あ
っ
た
が
、
国
内
労
働
力
市
場
の
条

件
悪
化
、
例
え
ば
賃
金
水
準
の
高
騰
に
よ
る
コ
ス
ト
の
増
大
、
あ
る
い
は
労
働
環
境
の
厳
し
さ
か
ら

優
良
な
労
働
力
が
集
ま
ら
な
い
な
ど
の
理
由
か
ら
中
国
へ
移
転
し
た
も
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
中

国
の
労
働
力
市
場
の
条
件
動
向
に
よ
っ
て
は
、
い
つ
で
も
他
の
国
に
移
転
す
る
可
能
性
が
高
い
形
態

で
あ
る
。
実
際
、
こ
の
形
態
の
現
地
投
資
は
中
国
現
地
労
賃
の
高
騰
、
労
働
力
確
保
の
困
難
、
中
国

資
本
の
競
争
力
の
強
化
や
経
営
ノ
ウ
ハ
ウ
の
蓄
積
な
ど
か
ら
、
か
な
り
の
進
出
企
業
が
中
国
か
ら
べ

ト
ナ
ム
、
カ
ン
ボ
ジ
ア
な
ど
の
東
南
ア
ジ
ア
に
拠
点
を
移
し
て
い
る
。

（3）
高
付
加
価
値
加
工
―
日
本
、
韓
国
市
場
輸
出
型

こ
の
類
型
は
主
に
二
〇
〇
〇
年
以
降
の
中
国
進
出
タ
イ
プ
で
あ
る
。
前
出
の
（1）
と
（2）
の
限
界
が
表

面
化
し
て
か
ら
新
た
な
形
態
と
し
て
現
れ
て
い
る
。
中
国
現
地
資
本
の
成
長
か
ら
、
出
資
比
率
は
韓

国
側
が
四
九
％
、
中
国
側
が
五
一
％
と
い
う
合
作
会
社
の
形
態
が
多
い
。
こ
の
タ
イ
プ
の
メ
リ
ッ
ト

は
進
出
側
の
投
資
負
担
が
少
な
く
、
中
国
現
地
の
特
有
な
利
害
関
係
（
注
５
）
な
ど
か
ら
も
離
れ
て

経
営
で
き
る
点
で
あ
る
。

原
料
は
中
国
現
地
原
料
や
他
国
産
原
料
を
輸
入
し
て
寿
司
ネ
タ
加
工
な
ど
比
較
的
高
価
格
な
品
目

を
加
工
し
て
い
る
。
例
え
ば
韓
国
の
サ
バ
、
赤
貝
、
ペ
ル
ー
の
ウ
ナ
ギ
、
カ
ナ
ダ
の
ハ
マ
グ
リ
な
ど

37

輸
出
型
企
業
は
国
内
労
働
力
の
悪
化

か
ら
中
国
へ
移
転
、
労
働
条
件
如
何

に
よ
っ
て
は
他
国
へ
の
移
転
も
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が
寿
司
ネ
タ
に
加
工
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
タ

イ
プ
は
現
在
の
日
本
市
場
や
成
長
し
つ
つ
あ

る
韓
国
市
場
そ
れ
か
ら
潜
在
力
の
高
い
中
国

市
場
を
と
も
に
念
頭
に
置
き
な
が
ら
長
期
的

に
経
営
し
て
い
る
の
が
特
徴
で
あ
る
。

現
在
、
販
売
先
市
場
の
比
率
は
数
量
べ
ー

ス
で
日
本
が
七
〇
％
、
韓
国
が
二
〇
％
、
中

国
国
内
が
一
〇
％
程
度
で
あ
る
が
韓
国
と
中

国
市
場
の
成
長
が
非
常
に
著
し
い
。し
か
し
、

こ
の
背
景
に
は
中
国
資
本
へ
の
経
営
や
加
工

ノ
ウ
ハ
ウ
の
移
転
、
中
国
側
の
貿
易
先
と
の

直
接
的
な
関
係
構
築
な
ど
い
つ
で
も
進
出
側

は
排
除
さ
れ
や
す
い
不
安
要
素
が
多
く
存
在

し
て
い
る
。

以
上
の
よ
う
な
三
タ
イ
プ
の
形
態
は
い
ま
だ
に
混
在
し
て
い
る
。
し
か
し
、
こ
れ
ら
の
タ
イ
プ
が

（1）
か
ら
（2）
へ
、
（2）
か
ら
（3）
へ
と
変
化
す
る
の
で
は
な
く
、
そ
れ
ぞ
れ
の
個
別
資
本
の
投
資
目
的
に
よ

っ
て
撤
退
す
る
か
残
る
か
を
決
定
す
る
。
た
と
え
ば
（1）
と
（2）
の
タ
イ
プ
は
安
い
原
料
や
労
働
力
を
求

め
て
ベ
ト
ナ
ム
や
カ
ン
ボ
ジ
ア
へ
移
転
す
る
ケ
ー
ス
も
出
て
い
る
。
（3）
の
タ
イ
プ
は
現
在
日
本
や
韓

38
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①金海国際空港

②国際旅客船ターミナル

③韓国鉄道公社・釜山駅

④チャガルチ市場

⑤共同魚市場

⑥海雲台（ヘウンデ）ビーチ

⑦釜山市庁

⑤

⑦ ⑥

③

④

①

洛東江

国際水産物卸売市場（甘川地区）

釜山港②
影島

図７　釜山広域市概略図
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に
立
て
ら
れ
、
二
〇
〇
一
年
に
着
工
し

た
。
こ
の
市
場
は
予
算
問
題
な
ど
が
あ

り
、
建
設
工
事
の
進
捗
が
停
滞
す
る
こ

と
も
あ
っ
た
が
、
二
〇
〇
八
年
に
よ
う

や
く
完
成
と
な
っ
た
。
国
際
卸
売
市
場

と
し
て
開
設
さ
れ
た
理
由
は
、
国
内
水

産
物
の
み
で
は
な
く
輸
入
水
産
物
を
ふ

く
む
水
産
物
の
国
際
取
引
の
拡
大
を
通

じ
て
釜
山
を
国
際
水
産
流
通
物
流
基
地

と
し
て
育
成
す
る
と
い
う
目
的
が
あ
っ

た
か
ら
で
あ
る
。

市
場
の
公
式
名
は
「
釜
山
広
域
市
国

際
水
産
物
卸
売
市
場
」
で
あ
る
。
開
設

者
は
釜
山
広
域
市
（
注
６
）
で
、
建
設

費
用
負
担
は
国
費
七
〇
％
、
市
費
三

〇
％
で
、
総
額
二
〇
九
〇
億
ウ
ォ
ン
で

あ
っ
た
。
延
面
積
は
一
一
一
七
六
九
㎡

で
、
一
日
の
処
理
能
力
は
二
二
一
三
ト

41

「
釜
山
広
域
市
国
際
水
産
物
卸
売
市

場
」
が
完
成

国際水産物卸売市場のイメージ図
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ン
で
あ
る
。
卸
売
法
人
（
卸
売
業
者
）
は
三
社
で
国
際
水
産
物
や
遠
洋
物
を
取
り
扱
っ
て
い
る
業
者

が
二
社
、
沿
近
海
水
産
物
を
取
り
扱
っ
て
い
る
業
者
が
一
社
で
あ
る
。
仲
買
人
は
約
二
〇
〇
人
で
あ

る
。当

初
の
釜
山
国
際
水
産
物
卸
売
市
場
の
設
立
目
的
は
、
韓
国
最
大
の
水
産
物
産
地
機
能
に
似
合
う

二
十
一
世
紀
型
の
国
際
統
合
物
流
シ
ス
テ
ム
の
確
保
と
北
東
ア
ジ
ア
地
域
に
お
け
る
水
産
物
流
・
貿

易
セ
ン
タ
ー
機
能
の
先
占
的
確
保
で
あ
っ
た
。
そ
れ
以
外
に
も
Ｗ
Ｔ
Ｏ
、
Ｆ
Ｔ
Ａ
な
ど
国
際
貿
易
環

境
の
変
化
に
よ
っ
て
国
内
に
大
量
に
搬
入
さ
れ
る
輸
入
水
産
物
の
先
進
的
な
処
理
や
、
取
引
の
透
明

性
、
公
開
性
な
ど
の
確
保
も
必
要
と
さ
れ
て
い
た
（
注
７
）。

し
か
し
、
こ
う
し
た
目
的
と
規
模
を
も
っ
て
開
設
さ
れ
た
国
際
水
産
物
卸
売
市
場
も
、
開
場
し
た

二
〇
〇
八
年
九
月
時
点
で
は
北
東
ア
ジ
ア
に
お
け
る
水
産
物
流
・
貿
易
環
境
の
大
幅
な
変
化
に
直
面

し
て
い
た
。
特
に
中
国
で
は
経
済
発
展
と
と
も
に
港
湾
設
備
や
水
産
物
物
流
設
備
、
加
工
施
設
な
ど

が
急
速
に
整
備
さ
れ
た
。
中
国
は
沿
海
部
の
各
地
に
新
し
い
港
湾
と
保
税
区
域
を
次
々
に
建
設
し
て

い
る
。
特
に
近
年
開
発
が
進
ん
で
い
る
、
水
産
物
関
連
の
代
表
的
な
港
湾
お
よ
び
物
流
基
地
と
し
て
、

遼
寧
省
大
連
市
の
大
究
（
ダ
ー
ヤ
オ
）
湾
保
税
港
区
と
天
津
市
の
水
産
品
冷
凍
加
工
物
流
基
地
が
挙

げ
ら
れ
る
。
大
連
の
大
究
湾
保
税
港
区
は
二
〇
〇
六
年
に
建
設
さ
れ
四
〇
万
㎡
の
面
積
と
三
〇
万
ト

ン
規
模
の
冷
凍
冷
蔵
団
地
を
誇
っ
て
い
る
。
ま
た
、
天
津
市
水
産
品
冷
凍
加
工
物
流
基
地
は
二
〇
〇

九
年
に
面
積
二
二
万
㎡
、
二
〇
万
ト
ン
規
模
の
冷
凍
冷
蔵
団
地
を
も
つ
計
画
で
着
工
さ
れ
た
。
こ
れ

ら
は
水
産
加
工
能
力
、
冷
凍
冷
蔵
保
管
能
力
、
水
産
物
市
場
取
引
能
力
、
お
よ
び
そ
れ
ら
の
支
援
機

42

中
国
の
大
連
と
天
津
に
大
規
模
な
水

産
物
物
流
基
地
が
整
備

究窰
究窰
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物
流
団
地
）
の
建
設
も
進
め
ら
れ

た
。
同
卸
売
市
場
の
方
は
公
設
で

あ
り
、
国
お
よ
び
市
か
ら
の
全
面

的
な
資
本
投
下
が
あ
っ
た
た
め
建

設
に
は
非
常
に
時
間
が
か
か
っ

た
。
一
方
、
国
際
水
産
物
卸
売
市

場
に
近
接
す
る
物
流
団
地
と
は
言

え
、
冷
凍
冷
蔵
庫
は
個
々
の
民
間

企
業
の
経
営
で
あ
り
、
一
部
助
成

が
あ
っ
た
も
の
の
基
本
的
に
は
民

間
投
資
に
よ
っ
て
建
設
が
進
め
ら

れ
た
の
で
、
国
際
水
産
物
卸
売
市

場
に
先
だ
っ
て
完
成
し
営
業
が
開

始
さ
れ
た
。
し
か
し
、
こ
の
よ
う

な
冷
凍
冷
蔵
団
地
の
物
流
施
設
は

主
に
ロ
シ
ア
や
ア
メ
リ
カ
の
北
洋

水
産
物
を
保
管
対
象
に
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
二
〇
〇
五
年
以
降
か
ら
、
そ
れ
ら
水
産
物
の
行
き
先

は
先
に
述
べ
た
様
に
、
中
国
の
物
流
基
地
に
奪
わ
れ
て
し
ま
っ
た
。

44

釜山・甘川地区の大規模な水産物冷凍冷蔵庫：物量が激減して入
出庫量が少ない。

4月号  10.7.2  5:07 PM  ページ44



－　－

そ
の
結
果
、
冷
凍
冷
蔵
庫
経
営
は
ま
す
ま
す
厳
し
く
な
り
現
在
は
保
管
料
の
ダ
ン
ピ
ン
グ
ま
で
生

じ
て
い
る
。
例
え
ば
、
二
〇
㎏
箱
の
一
日
当
た
り
保
管
料
を
見
る
と
、
以
前
は
八
〜
一
〇
ウ
ォ
ン
で

あ
っ
た
の
が
現
在
は
一
〜
二
ウ
ォ
ン
ま
で
大
幅
に
値
下
が
り
し
て
い
る
。
こ
う
し
た
現
状
は
、
冷
凍

冷
蔵
庫
へ
の
水
産
物
の
搬
入
量
が
国
産
・
輸
入
も
の
を
問
わ
ず
、
激
減
し
て
い
る
こ
と
を
反
映
し
て

い
る
。
特
に
輸
入
も
の
や
釜
山
経
由
の
国
際
水
産
物
の
搬
入
の
減
少
が
目
立
つ
。
こ
れ
ら
冷
凍
冷
蔵

庫
が
持
つ
従
来
ど
お
り
の
標
準
的
な
物
流
機
能
（
選
別
、
単
純
保
管
、
単
純
加
工
、
ラ
ベ
ル
作
業
な

ど
）
だ
け
で
は
限
界
が
あ
り
、
新
た
な
機
能
の
拡
充
や
付
加
価
値
化
を
進
め
な
い
と
、
先
に
述
べ
た

よ
う
な
中
国
の
新
興
物
流
基
地
な
ど
と
の
熾
烈
な
集
荷
競
争
に
勝
つ
見
込
み
は
乏
し
い
と
思
わ
れ

る
。

ま
と
め

韓
国
の
水
産
業
は
、
動
物
蛋
白
源
の
国
内
供
給
と
経
済
発
展
の
原
動
力
と
し
て
、
沿
岸
か
ら
遠
洋

ま
で
の
漁
業
生
産
お
よ
び
輸
出
産
業
と
し
て
拡
大
し
て
き
た
。
ど
の
国
で
も
現
れ
る
よ
う
に
一
次
産

業
で
あ
る
限
界
が
続
い
て
そ
の
突
破
口
と
し
て
国
際
化
が
推
進
さ
れ
て
き
た
。
前
述
し
た
よ
う
に
水

産
物
の
貿
易
に
お
い
て
輸
出
の
減
少
と
輸
入
の
増
加
と
い
う
現
象
が
著
し
く
な
っ
て
き
た
。
し
か
し

な
が
ら
、
そ
の
中
で
も
輸
出
対
象
国
の
多
様
化
と
比
較
的
高
単
価
の
輸
出
魚
種
へ
の
シ
フ
ト
、
輸
入

対
象
国
の
多
様
化
と
高
価
格
魚
種
の
輸
入
増
加
と
い
う
変
化
が
表
面
化
し
つ
つ
あ
る
。

45

冷
凍
冷
蔵
庫
経
営
は
大
変
厳
し
く
、

保
管
料
の
ダ
ン
ピ
ン
グ
も
生
じ
て
い

る韓
国
の
水
産
業
は
経
済
発
展
の
原
動

力
と
し
て
拡
大
し
て
き
た
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そ
の
背
景
に
は
獲
る
漁
業
か
ら
育
て
る
水
産
業
へ
と
い
う
国
内
生
産
構
造
変
化
の
持
続
的
な
努
力

に
一
定
の
成
果
が
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
水
産
物
消
費
に
お
い
て
も
家
庭
内
消
費
の
簡
便
化

あ
る
い
は
高
級
化
と
外
食
市
場
の
拡
大
に
よ
っ
て
多
様
化
と
高
級
化
が
進
行
し
て
い
る
。

一
方
、
韓
国
水
産
業
の
国
際
化
の
一
環
と
し
て
、
諸
外
国
へ
の
海
外
進
出
も
進
行
し
て
い
る
。
そ

の
投
資
先
国
や
事
業
内
容
な
ど
は
多
様
で
あ
り
、
成
功
し
て
い
る
事
例
も
あ
れ
ば
、
諸
環
境
の
変
化

に
よ
っ
て
模
索
を
続
け
て
い
る
事
例
も
見
ら
れ
る
。
ま
た
、
韓
国
は
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
加
盟
国
の
一
員
と
し

て
、
水
産
業
分
野
に
お
い
て
も
海
外
と
の
連
携
を
図
る
な
ど
国
際
的
役
割
を
発
揮
し
て
い
く
こ
と
も

求
め
ら
れ
て
い
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
国
際
水
産
物
卸
売
市
場
の
低
迷
な
ど
、
国
際
化
の
拡
大
に
伴
う
様
々
な
矛
盾
も

顕
在
化
し
て
い
る
。
国
内
水
産
業
の
育
成
と
も
連
携
し
な
が
ら
、
今
後
、
有
効
な
資
本
投
下
の
も
と

で
い
か
に
水
産
業
の
国
際
化
を
展
開
し
て
い
く
の
か
が
大
き
な
課
題
と
な
っ
て
い
る
。

注
１
　
こ
こ
で
は
張
瑛
秀
他
「
中
国
進
出
韓
国
水
産
物
加
工
貿
易
企
業
の
後
続
投
資
決
定
」『
水
産

経
営
論
集
』
第
39
巻
第
１
号
（
二
〇
〇
八
年
六
月
）
の
研
究
結
果
を
引
用
し
て
い
る
た
め
、
統

計
年
度
が
二
〇
〇
五
年
ま
で
の
累
計
に
な
っ
て
い
る
。

注
２
　
申
告
金
額
は
投
資
予
定
金
額
つ
ま
り
申
告
書
に
申
請
し
た
金
額
で
あ
り
投
資
金
額
は
実
際
の

投
資
金
額
で
あ
る
。

注
３
　
こ
の
内
容
の
一
部
は
「
水
産
分
社
海
外
進
出
活
性
化
方
案
研
究
」、
農
林
水
産
食
品
部
（
二
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－　－

〇
〇
九
年
二
月
）
を
参
照
し
て
い
る
。

注
４
　
中
国
は
電
気
製
品
、
携
帯
電
話
、
付
加
価
値
の
高
い
一
般
製
造
業
の
拡
大
の
た
め
に
付
加
価

値
の
低
い
水
産
加
工
な
ど
の
食
品
加
工
場
に
対
し
て
、
撤
退
を
促
す
よ
う
な
様
々
な
圧
力
を
か

け
て
い
る
と
い
う
。
た
と
え
ば
、
衛
生
基
準
を
よ
り
厳
し
く
し
た
り
、
労
賃
や
労
働
条
件
に
た

い
す
る
政
府
関
与
、
排
水
に
対
す
る
監
視
監
督
の
強
化
な
ど
外
国
水
産
投
資
企
業
に
対
し
て
厳

し
い
姿
勢
を
と
っ
て
い
る
。

注
５
　
例
え
ば
近
年
中
国
は
外
国
水
産
投
資
企
業
に
対
す
る
厳
し
い
行
政
や
管
理
監
督
が
行
わ
れ
て

い
る
。
こ
れ
に
対
応
す
る
に
は
外
国
資
本
よ
り
も
、
中
国
国
内
資
本
が
対
応
し
や
す
い
こ
と
の

話
で
あ
る
。

注
６
　
韓
国
の
消
費
地
卸
売
市
場
は
地
方
自
治
体
が
開
設
者
と
な
っ
て
い
る
。

注
７
　
韓
国
で
は
、
輸
入
水
産
物
の
品
質
や
、
流
通
マ
ー
ジ
ン
な
ど
価
格
形
成
に
関
す
る
様
々
な
不

信
感
が
高
ま
っ
て
い
る
。
例
え
ば
、
輸
入
冷
凍
水
産
物
に
水
を
混
入
し
て
重
量
を
嵩
上
げ
す
る

な
ど
、
書
類
申
請
上
の
重
量
を
ご
ま
か
す
と
い
っ
た
事
例
が
発
生
し
て
い
る
。
こ
う
し
た
品
質

や
正
常
な
価
格
形
成
を
保
証
す
る
た
め
の
、
取
引
の
透
明
性
の
確
保
や
情
報
公
開
が
強
く
求
め

ら
れ
て
い
る
。

47
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◇
…
ぐ
ず
ぐ
ず
し
て
思
い
切
り
の

悪
い
の
は
物
事
を
処
理
す
る
上
で

マ
イ
ナ
ス
で
あ
る
。
ま
し
て
政
治

の
こ
と
と
な
る
と
国
の
命
運
を
左

右
す
る
重
大
事
だ
け
に
禁
物
で
あ

る
。
そ
れ
が
国
益
の
上
で
プ
ラ
ス

で
あ
れ
ば
ど
ん
な
事
情
が
あ
ろ
う
と
断
固
決

断
し
な
け
れ
ば
い
け
な
い
。
肝
心
な
と
こ
ろ

に
き
た
ら
い
か
に
些
細
な
問
題
で
も
深
く
検

討
し
な
く
て
は
い
け
な
い
。
断
行
と
熟
慮
は

車
の
両
輪
と
い
え
る
。
近
思
録
で
は
�
胆
大

心
小
�
と
も
い
い
、
処
世
の
要
諦
で
あ
る
。

◇
…
沖
縄
の
普
天
間
基
地
移
設
問
題
は
鳩
山

首
相
が
公
約
す
る
「
五
月
末
の
決
着
」
が
ほ

ぼ
絶
望
的
。
政
府
に
よ
る
移
設
案
は
実
現
の

可
能
性
が
低
い
と
し
米
側
が
実
務
者
に
よ
る

検
討
を
拒
否
。
し
か
も
移
設
先
候
補
地
の
鹿

児
島
・
徳
之
島
で
も
政
府
関
係
者
と
の
話
し

合
い
を
断
っ
て
い
る
。
国
内
調
整
も
行
き
詰

ま
り
八
方
塞
が
り
の
状
態
と
な
っ
た
。
鳩
山

政
権
が
ス
タ
ー
ト
し
て
既
に
半
年
、
そ
の
間

解
決
の
糸
口
が
全
く
な
か
っ
た
訳
で
は
な

い
。
決
断
を
遅
ら
せ
る
こ
と
に
よ
っ
て
事
態

を
一
層
複
雑
に
し
た
。

◇
…
鳩
山
政
権
は
政
治
理
念
と
し
て�
友
愛
�

を
掲
げ
て
い
る
。
志
を
同
じ
く
し
共
通
の
価

値
判
断
を
持
つ
者
同
志
の
親
愛
の
情
を
指
す

も
の
と
思
え
る
。
友
愛
が
先
行
し
、
肝
心

な
政
治
判
断
に
機
敏
さ
を
欠
く
よ
う
で
は

悔
を
残
す
。
韓
非
子
に
こ
ん
な
話
が
あ
る
。

魏
の
恵
王
が
卜ぼ

く

皮ひ

と
い
う
人
物
に
た
ず
ね

る
。「
私
の
評
判
を
耳
に
し
て
い
る
か
」

「
も
っ
ぱ
ら
慈
恵
な
方
だ
と
の
評
判
で
す
」

「
ほ
ほ
う
、
し
て
み
る
と
わ
た
し
の
将
来
は

洋
々
た
る
も
の
だ
な
」「
い
や
、
必
ず
国
を

滅
し
て
し
ま
い
ま
し
ょ
う
」「
慈
と
は
情
深

い
こ
と
、
恵
と
は
施
し
を
好
む
と
い
う
こ

と
で
す
。
情
深
く
て
罪
を
犯
し
た
者
も
罰

せ
ず
、
功
績
の
な
い
者
に
ま
で
賞
を
乱
発

す
る
こ
と
に
な
り
、
国
が
滅
び
る
の
は
当

然
で
し
ょ
う
」
ま
さ
に
情
が
深
い
の
は
考

え
も
の
。
友
愛
も
良
い
が
そ
れ
に
押
し
流

さ
れ
る
と
逆
に
失
格
条
項
に
も
な
る
。

◇
…
蘇そ

秦し
ん

、
張

き
ょ
う

儀ぎ

は
戦
国
時
代
に
「
合が

っ

従
し
ょ
う

連れ
ん

衡こ
う

」
と
呼
ば
れ
る
外
攻
戦
略
を
使
い
、

国
際
政
治
の
上
で
大
活
躍
し
た
。
し
か
し
、

汚
い
と
か
、
え
げ
つ
な
い
と
か
評
さ
れ
る

よ
う
な
権
謀
を
駆
使
し
て
乱
世
を
渡
っ
た
。

そ
の
あ
こ
ぎ
の
故
に
儒
家
か
ら
は
排
斥
さ

れ
た
。
だ
が
王
陽
明
は
か
れ
ら
の
権
謀
も

良
知
の
発
現
で
あ
る
と
評
価
し
て
い
る
。

国
の
運
命
を
左
右
す
る
重
大
問
題
に
何
も

な
す
術
も
な
け
れ
ば
政
権
の
先
行
き
は
気

が
か
り
で
あ
る
。（
Ｋ
）

時事余聞

韓
国
の
水
産
業
も
国
際
化
の
局
面
を
迎
え
、

深
刻
な
転
換
を
迫
ら
れ
て
い
る
よ
う
で
す
。
大

手
水
産
企
業
も
海
外
へ
の
進
出
が
盛
ん
に
行
わ

れ
て
い
る
よ
う
で
す
。
関
係
国
の
入
漁
条
件
が

厳
し
く
、
関
係
国
に
現
地
法
人
を
つ
く
り
そ
こ

を
拠
点
に
企
業
活
動
を
展
開
し
て
い
る
が
、
原

料
の
減
少
や
価
格
の
上
昇
、
労
賃
圧
力
な
ど
加

わ
り
、
再
検
討
段
階
に
あ
る
よ
う
で
す
。「
釜

山
広
域
市
国
際
水
産
物
卸
売
市
場
」
を
開
設
し

た
が
、
北
東
ア
ジ
ア
の
物
流
環
境
の
変
化
に
よ

り
苦
し
い
経
営
を
強
い
ら
れ
て
い
る
よ
う
だ
。

筆
者
に
心
か
ら
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
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「
水
産
振
興
」
発
刊
の
趣
旨

日
本
漁
業
は
、
沿
岸
、
沖
合
、
そ
し
て
遠

洋
の
漁
業
と
い
わ
れ
る
が
、
わ
れ
わ
れ
は
、

そ
れ
ぞ
れ
が
調
和
の
と
れ
た
振
興
が
あ
る
こ

と
を
期
待
し
て
お
る
の
で
、
そ
の
為
に
は
、

そ
れ
ぞ
れ
の
個
別
的
分
析
、
乃
至
振
興
施
策

の
必
要
性
を
、
痛
感
す
る
も
の
で
あ
る
。
坊

間
に
は
、
あ
ま
り
に
も
そ
れ
ぞ
れ
を
代
表
す

る
、
い
わ
ゆ
る
利
益
代
表
的
見
解
が
横
行
し

す
ぎ
る
嫌
い
が
あ
る
の
で
あ
る
。
わ
れ
わ
れ

は
、
わ
が
国
民
経
済
の
な
か
に
お
け
る
日
本

漁
業
を
、
近
代
産
業
と
し
て
、
よ
り
発
展
振

興
さ
せ
る
こ
と
が
要
請
さ
れ
て
い
る
と
信
ず

る
も
の
で
あ
る
。

こ
こ
に
、
わ
れ
わ
れ
は
、
日
本
水
産
業
の

個
別
的
分
析
の
徹
底
に
つ
と
め
る
と
と
も
に

そ
の
総
合
的
視
点
か
ら
の
研
究
、
さ
ら
に
、

世
界
経
済
と
と
も
に
発
展
振
興
す
る
方
策
の

樹
立
に
一
層
精
進
を
加
え
る
こ
と
を
考
え
た

も
の
で
あ
る
。

こ
の
様
な
努
力
目
標
に
む
か
っ
て
わ
れ
わ

れ
の
調
査
研
究
事
業
を
発
足
さ
せ
た
次
第
で

冊
子
の
生
れ
た
処
以
、
ま
た
こ
れ
へ
の
奉
仕

の
、
さ
さ
や
か
な
表
わ
れ
で
あ
る
。

昭
和
四
十
二
年
七
月

財
団
法
人
　
東
京
水
産
振
興
会

（
題
字
は
井
野
碩
哉
元
会
長
）
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▽
一
九
六
四
年
　
韓
国
釜
山
生
ま

れ
。

一
九
八
四
年
　
韓
国
国
立
釜
山

水
産
大
学
校
（
現
在
、
国
立
釜

慶
大
学
校
）
水
産
経
営
学
科
卒

業
。

一
九
八
八
年
―
一
九
九
三
年

日
本
国
・
東
京
水
産
大
学
で
修

士
号
と
博
士
号
取
得
（
水
産
学

博
士
）。

一
九
九
四
年
―
一
九
九
五
年

東
京
大
学
農
学
部
特
別
研
究
員
。

一
九
九
五
年
―
現
在
、
韓
国
国

立
釜
慶
大
学
校
海
洋
産
業
経
営

学
部
教
授
。

二
〇
〇
三
年
―
二
〇
〇
七
年

国
立
韓
国
海
洋
大
学
校
国
際
物

流
専
攻
博
士
号
取
得
（
経
営
学

博
士
）。

二
〇
〇
三
年
―
二
〇
〇
四
年

ア
メ
リ
カ
・
ワ
シ
ン
ト
ン
大
学

校
客
員
教
授
。

現
在
、
韓
国
農
林
水
産
食
品
部

政
策
諮
問
教
授
、
韓
国
国
会
入

法
支
援
教
授
な
ど
を
兼
任
。

水
産
経
営
学
、
水
産
物
流
通
、

マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
、
物
流
経
営

な
ど
の
海
洋
水
産
産
業
経
営
分

野
を
専
攻
し
て
い
る
。
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